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資料8：市町村の立場から   

（石原委員提出資料）   
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ぐん検診の現状H18年度（滑川市）  

暫   検診方法  委託先   対象   

集団  バリウム   富山県健康増進センター   

胃  バリウム   滑川市医師会 （8機関）  医療  

カメラ   滑川市医師会 （7機関）   

間接撮影、略痍  富山県健康増進センター  
集団  

肺  
40歳以上1年に1回  

ヘリカルCT   富山県健康増進センター  

医療  直接撮影、喀疲  滑川市医師会（11機関）   

集団  2日間便潜血  富山県健康増進センター  大腸  

医療  2日間便潜血  滑川市医師会（13機関）   

集団  
子宮  富山県健康増進センター  

20歳以上2年に1回  
医療   

集団  マンモグラフィー  富山県健康増進センター   
乳房  40歳以上2年に1回  

7  

（：二亘⊃  

その2  

がん  精検   精検受診   
部位   検診充去   対象者  受診人数  受診 （内訳）  が   発見率  受診率 （％）  要精 検者  日   受話  

集団  バノウム   759    0．13   67  8．83  65  97．0  

∈‡ヨ  
日  8，980  3，298  

医療   1，147  10  0．87  131  11．42  131  1（刀．0   

間接撮影川叡   1，223  0  36  294  35  97．2  

肺   
集団  

7．512  4．635        61．7            ヘリカルCT    97  口  0．10   3  3．（冶  3  1〔沿．0  

医療  直接撮影、匁；  3，315  4  0．12  128  3．86  121  94．5   

駈8  口  0．16  34．4   41  6．74  31  75．6  

大腸  集団 医療  2日間便潜血  9．063  3，118  Z510  口  0．04  142  5．66  128  90．1   

489  0  020    1〔0．0  

子宮  集団  細胞診  4，447  1，174  26．4   
685  0  3  0．44  3  1（Ⅹ）．0   

37  6．78  35  94．6  

乳房  集団 医療  マンモグラフイ  3．812  1．174  別6  3  0．55  30．8               628  0  12  1．91  12  脚・0   
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受診体制  

●対象者通知  
●   4月末に個人受診表郵送配布  
●   未受診者郵送配布  ‥ 前年度子宮・乳房未受診者 など   

●1集団  

●（会場）・各地区公民館・市民会館ホール（未受診者対象）  

●（項目）同日実施  
● ・AM7：30～ 基本健康診査  
●  がん（胃・大腸・肺）の4項目  

● ，PMl：00～ がん（子宮・乳房）の2項目   

● 2 医療  

● （会場）・各医療機関 （項目）・各自の都合にあわせ実施  
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アンケート結果‥働きざかりのがん検診受診状況  
（滑川市ヘルスプラン21より 軸15年度）  

働吉盛りの方臥 住民健診受診率の半数  
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企業（従業員）と一般市民（滑川市）との  
部位別がん検診受診率  
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［享司  
厚生労働動態統計」  

（全国）軸16年全国年代別・部位別がん死亡割合  

鰯董  ∈t∃ R  絹募  薗易  月1臓  脚蔵  肺  白丑病  旬弛   

《代   44  172  72  65  123  77  167  48  a2   

江代   71  167  66  63  148  77  187  26  195   

旺代   71  171  68  53  151  69    20  197   

て代   44  165  65  40  130  59  2i3  柑  26   
幻惟  29  179  77  33  72  52  き14  1．7  盟7  

鰯量  ∈臼 l弓  絹景  薗易  月1臓  脂臓  肺  乳  子宮  白力病  旬弛   
《代   08  140  71  41  20  33  71  275  95  26  20   

ま代   1．5  124  82  44  39  63  97  刀．8  77  25  オ．6   

∝代   1．8  120  94  48  92  82  11．9  11．7  49  25  2】6   

冗代   1．2  127  101  36  130  93  134  51  37  22  2i7   

8〕一服  1．4  160  120  38  77  84  140  30  29  1．8  aO   
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［彗国平成16年琶諾羞だ蓋箭がん死亡割合  

男  （検診のある部位を主とする死亡割合）  
l≡：lヨ  

日   大腸   肺   その他   

40代   17．2   13．7   16．7   52．4   

50代   16．7   12．9   18．7   51．7   

60代   17．1   12．1   20．0   50．8   

70代   16．5   10．5   25．3   47．7   

80代以上   17．9   11．0   24．4   46．7   

どの年代も男  
性は、肺・胃が  

ん死亡   

・高齢者ほど  
肺は増える。  
・胃はどの年  
代もそんなに  
は変わらない。  

Oqb  2〔Hも  40？も  60ウム  80？ム  100％  
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効率の良い健康診査 対象者の課題  

1受診勧奨方法を部位から年代・性別を  

軸に！  

●現行  （対象をひとくくり）   

部位別が主流軸になり、対象を大きく捉えている。  
子宮・・20歳以上  

胃・大腸・肺・乳房 ‥40歳以上   

り患・死亡を考慮したメリハリのある対象者へ   

の受診啓蒙普及活動  

①性別■年代  

②働きざかり年代  

川   
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対象者へ一律ではなく  

年代・性別に応じたメリハリのある受診  

意見  

（1）ライフステージに応じた受診普及  

20歳になったら ＝2年1回は子宮検診  
40歳になったら ‥胃・大腸・肺は1年に1回  

子宮・乳房は2年に1回  

働きざかり対象への受診勧奨   

（2）性別と年代  

（D 男性に多いがん死亡  

男性：女性のがん死亡＝6：4  

どの年代も男性死亡が多い  

② 女性‥年代により積極的に受けるがん検診項目  

・20代30代は子宮がん！  

－40代50代はまず乳がん王  

・年齢と共に胃・大腸・肺検診を！  

評価のできる健康診査の指数 課題  

がん検診精度を高めるための  

検証指数について （その1）  

●がん死亡を減らす事ができるとされる各指数を明確化  

（弧 受診率  

② 要精検率  

③ 精検受診率  

③ 陽性反応適中度  

④ がん発見率 など  

∵   
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がん検診評価の  

検証指数について（その2）  

他（多）方面からの検証  

① 死亡  

② 医療費  

③若年、働きざかり年代  

新健康フロンティア戦略の指数   

がん克服力  （2007～2016）  

●1がんの年齢調整死亡率（人口10万対）  

● 男  197．7  （H12年度 214，0）  

● 女  97．3  （H12年度103．5）  

●2 乳がん検診受診率  

㊥   11．3％   （H16年度 4．6％）  

／．1   
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検診実施体制の法律・制度課題  

対象者の捉え方が明記されていない  

● がん検診・・対象？   

住民・・「健康増進法」   

労働者＝「労働安全衛生法」の義務付け？   

「がん対策基本法」との関連？  

「高齢者の医療の確保に関する法律」との関係  

特定健康診査とがん検診が、一体化して健康診査   

を受けられる体制づくりを強く望む。  
（働きざかり年代の労働者のがん検診受診向上）  
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検診実施体制評価の課題  

検診実施機関の精度管理  

●検診実施機関の事業評価や監査など直接指導   

は県・国で行なう体制づくり。  

〃   
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